
 

 

令和６年２月定例会 一般質問通告要旨 

 

順番 ２ 

質 問 議 員 名 青木 三枝子 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者 

１ 災害関連死を

防ぐために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市内店舗の事

業継承について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 旧赤谷線沿線

の魅力発信につ

いて 

能登半島地震では初期対応の遅さもあり、地震では命が助かったも

のの、その後の避難所生活において低体温症が引き金となり亡くなる

方があります。避難所の冷たい床に横になっている方の、姿をみるに

つけ、日本という国は繰り返す災害に何も学んでいないと胸がつぶれ

る思いです。 

 

（１） 低体温症や感染症などによる災害関連死を防止する対策と 

して避難所を開設する当初から段ボールベッドの使用が有効

と考えます。当市の段ボールベッドの備蓄数について伺いま

す。 

 

（２） 避難所となっている場所には段ボールベッドを常備してあ 

るのでしょうか。 

 

（３） 今の段ボールベッドを組み立てたことがありますが、時間 

がかかり大変だと感じました。知識がない人でも 1人、2人で

すぐに組み立てられるように、現在のベッドよりもっと簡単に

組み立て可能な段ボールベッドを業者に開発してもらっては

どうでしょうか。 

 

 

（１） 私には新発田の味として残してほしい店舗がいくつかあり 

ます。精肉店、お菓子屋さん、飲食店等です。しかしそこには

事業継承者がいません。いずれ閉店するのが目に見えていま

す。その店舗の味を継承する為の技術習得やこの人に任せたい

という継承候補者に出会うことは容易ではありません。とにか

く打算ではなく、まず継承したいという熱意が求められます。 

利益第一主義だけでは長続きしません。  

そこで、こうした味の継承を目的とした地域おこし協力隊の

募集はできないものでしょうか。 特に新発田市出身で市外在

住者の方が適任と思いますが、お考えを伺います。 

 

 

（１） 私には赤谷に対する強い思いがあります。新発田藩と会津 

藩の関所があった場所としての歴史、日曹赤谷鉱山の社宅があ

った場所であり多くの鉱員が昇った 676 段の階段が見える
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場所があること、旧赤谷線、現在のサイクリングロードを赤谷

から新発田まで自分の足で歩いて見た美しい自然と豊かな大

地や旧赤谷線五十公野駅の美しさなど、新発田市には宝があり

ます。市民に赤谷や米倉などの地域のすばらしさに気付いて貰

うこと、そして多くの観光客に延泊をしてもらい赤谷地区や米

倉地区に訪れて貰いたいと願っています。  

市内外の観光客に赤谷地区等の魅力を体感していただく方

法として、雪の多い時期を除いた期間限定で低速型の電気自動

車、あるいは自動運転移動サービス等のシャトル運行の検討に

ついて伺います。 

 

 

 

 

 


